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は じめ に

本稿は昭和天皇逝去の直後に実施した 「緊

急アンケー ト」の結果の一部を報告するもの

である。従 ってこれから示す ものは論文 とい

うよ りも、これ 自体が一つの基礎的なデータ

というべ き性質のものである。1989年1月7

日、昭和天皇の逝去のニュースが伝えられた。
"X -DAY"が 現実の もの となったの であ

る。この"X-DAY"を 人々は日常生活のな

かでどのように受け とめ、 どのように感 じ、

行動 したのか一興味深い問題である。筆者 も

研究会のメンバーの協力を得て、表一1の よ

うなアンケー トを行 った(回 答スペースは省

略 してあるものもある)(1)。予想はされていた

ものの何分にも急な話である。今から振 り返

ればあれ も聞いておけばよかった、こっいっ

聞き方をすればよかったと反省ばか りの多い

不完全な調査ではある。対象も大学生 という

限られた層に過 ぎない。しかし、それにもか

かわらず これはこれで十分に価値のあるもの

と思われ る。なぜなら、この種の調査はこの

ときにしか出来ない正に一回限 りのものであ

る。この時期 にタイムリーに行なわれなけれ

ば意味を失ってしまう性格のものである。さ

らに回答者 となった学生たちが、実に熱心に

かつ率直にホンネを語って くれた。その意味

では想像以上の成果が得られた。そこで以下

の分析では、なるべ くそれ らのナマの声をそ

のまま伝 えたいと思 う。数量化できる部分は

数字でも表わすが、それ以外は自由記述の回

答の面白さを生かしていきたい と考えている

(なお今回の分析では、Q1か らQ6ま で扱

うことにする)。

調査の対象と方法

対 象 都 内お よび埼玉、神奈 川の

ABC三 大学の大学生311名

(男子144名 女子167名)

調査実施時期1989.1.9～13

方 法 授業時間などに質問紙を配布

しその場 で回答 させ回収

結果と考察

〈ニュースへの接触〉

まず、Q1は 天 皇死亡 のニュー スをいつ 、

どのよ うに知 ったか を問 う質 問 である。 まず

「いつ」 に関 しては
、図 一1に 示 して あるよ

う に1月7日 の 午 前8時 と い う 回 答 が

87(28.0%)で 一一番 多か った。 厂7時55分 」 と

「崩御 」発表 の正確 な時刻 を答 える もの も少

な くなか った。事 実 関係 をここで もう一度確
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天 皇(昭 和 天 皇)死 亡 に 関 す る ア ンケ ー ト

Q1.あ なたは天皇死亡のニュースをいつ,ど のように知 りましたか。

月 日 時AM・PM

何か らor誰 か ら

Q2.そ のときあなたはどのように感じましたか。

Q3.そ のニュースを誰かに知らせましたか。

誰に

どのように

Q4.テ レビや新聞のニュースにどのように接 しましたか。(該当するものすべてに

○をつけて下さい)

1.号 外をもらった。

2.新 聞 を買った。

新聞の具体名

3.テ レビをいつもより長時間見た。

1月7日 約 時間

1月8日 約 時間

4.テ レビを見ずにビデ才を見た。

5.そ の他(具 体的に)

Q5.特 別編成番組のテレビをどう思いましたか。

Q6.天 皇の死亡により,あ なた自身の予定で何か変更 したものがありますか。

1.な い2.あ る(具 体的に)

Q7.「 平成」という新しい元号をどう思いますか。

Q8.元 号制についてどう思いますか。

Q9.あ なたにとって,昭 和天皇はどういう存在でしたか。

Q10.天 皇や天皇制について感じていることを自由に書いて下さい。

調査実施 日1989年1月()日 回答者()歳 男 ・女

表 一1

認してお くと、1月7日 午前7時55分 、宮内

庁で藤森長官が、厂天皇陛下におかせ られまし

ては本 日午前6時33分 、吹上御所において崩

御あらせ られました」と発表。同時に首相官

邸で も小渕官房長官が 「崩御」の発表を行っ

た。 これが正式な第一報である。 したがって、

それ以前の時間を答 えているものは、時間を

勘違いしたか、その前の 「危篤」の発表 と混

同 したもの と思われる。危篤については午前

6時35分 宮内庁の宮尾次長が、「天皇陛下が本
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3:00

3:30

4:00

4:30

5:00

図1

日午前4時 過ぎ、ご危篤になられた」 と発表、

首相官邸でも小渕官房長官が同様 の発表 を行

なっている。「崩御」の時間よりあとに 「危篤」の

発表があったとい う奇妙な矛盾についてはこ

こでは問わないが、これらが正式の発表 とし

て実際に伝 えられたものである。いずれ にし

ても、8時 という回答も第一報に接 したものと

見なしてもおか しくはない。そうなると8時

までに何 らかの形で 「崩御」関連のニュース

に接 した者は135名 となり、回答者の43.4%に

達す る。 これは一般に朝の遅い学生が対象で

あることを考えるとかな り高い数字だと思わ

れる。ニュースを知った一番遅 い時間では1

月7日 「午後9時 」 と答 えた者が2名 いた。

逆におそらくこれが::は や く知 っただろうと

思われるのは、「ファ ミコンを朝までやってい

てTVを 切 りかえたら危篤のNEWSを や っ

ていた」「そのとき」と答えた女子学生であろ

う。

次は、 どのようにを 「何か ら」と 「誰か ら」

でたずねた。「何から」では 「TV(テ レビ)」

が140(45.0%)で 圧倒的に多 く、ついでラジ

オの30(9.6%)で あ る。 ラ ジオの場 合 は厂FM

で 」 「FM放 送 で」 と答 える ものが 目立 った。

そのほか では 「NHKニ ュ ー ス」あ るいは ただ

「ニュース」 と答 えた ものが7件 あ った
。新

聞 では 「号外」 とい う答 えが3件 、 ただ 「新

聞」 と答 えた もの と 「夕刊 」が それぞれ1件

あっただけ であ る。 それ以外 の具体 的な回答

の 中で変 わ った ものには次の よ うな ものがあ

る。 「パ チン コ屋 に貼 ってあった追悼 文 よ り」

(男)厂 銀行 の弔旗 を見 て」(男)「 サ ン クス

(注 一 コンビニエ ンスス トア)の 日の丸 を見

て」(男)厂 市の放送」(男)「 防災放 送が消 防

デ モンス トレー シ ョン を自粛す る とい うこ と

で知 った」(男)「 店 の放送 で君が代 が流 れた

か ら」(女)等 。

「誰か ら」の結果 は表 一2に 示 す とお りであ

る。家族 の成員の いずれか か らとい うのが、

81(26.0%)でm多 い。 その中で は母親 が

55(17.7%)と 大 きな位置 を占めて いる。友

達 か ら とい うのが それ につづ くのは予想通 り

の結果 だが、 「電話 で」と明記 した ものが8件

あ ったの は興 味深 い。 これ は コ ミュニケー シ
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誰から 誰に

母親から54

～電話で1

父親から10

親(両親)か ら4

兄から1

弟から2

姉から1

妹から1

祖母から1

祖父から1

家族(の 会話)か ら3

友達から20

～電話で4

サークルの先輩2

後輩の電話1

塾の生徒3

表 一2

母親に12

父親に2

親(両親)に3

兄に2

弟に7

姉に2

妹に9

家族に8

友達に41

塾 の生徒に2

先輩に1

彼女に1

表 一3

ヨン(ロ コ ミ)の メデ ィア をは っき りと質 問

していれ ばおそ ら くもっ と増 えた と思われ る

回答 であ る。 これに関 しては 「どの ように」

の コミュニ ケー シ ョンのメデ ィア を もっ と詳

し く問 うべ きであ った。 「先輩か ら」「後 輩か

ら」 「塾の生徒 か ら」な どは学 生 ならではの回

答 である。

〈ニュー スの伝達>

Q2は 飛 ば してQ3の 結 果 を先 に示 してお

こ う。 これは天皇が な くなった とい うニ ュー

ス を誰か に知 らせ たか とい う問いだが、 この

問いに対 しては無記入(NA)の ものが121(38.9

%〉 と 目立 った。 「知 らせ ない」(「特 に誰 に も

言 わない」「知 らせ ない、既 にみんな知 って い

た」 な どの回答 も含 む)も85(27.3%)と 多

い。r知 らせ た」とい う回答 は表 一3に 示す よ

うに相対 的 には少 ないが、その中では 「友達

に」 の41が 目立 って い る。 しか もこの うち21

は 「電話 で」 と明記 してあ る。 「先 輩 に」 「彼

女 に」 の場合 も 厂電話 で」 で ある。 この よ う

に 「知 らせ た」 者は全体か らみれば数 は少 な

いが、 どの よ うにの部分 は実 に 多種 多様 な 回

答が出てきていて面白い。例えばニュースを伝

える場合の表現も 「母に/天 皇陛下が御崩御な

さった」(男)「 友人に/天 皇さまが崩御なさ

れたって知ってる?」(女)「 友人に/天 皇が

亡 くなったんだって」(女 」厂友人に/天 皇陛

下死ん じゃったんだってね」(女)「 妹に/て

んちゃんが死んだよ」(女)な ど様々である。

また、「家族に/天 皇が死んだ と大声でわめい

た」(男)「 母に/二 階か ら叫んで大騒 ぎをし

た」(女)「 親に/大 変な事になったと」(男)

「友人に/(つ まんない事のように)天 皇が死

ん じゃったしね」(女)な ど感情的なコミッ ト

メン トの度合いもいろいろである。その他「友

人に/昼 まで寝 てる奴なので電話で起 こ し

て」(男)「弟に/ま だ寝ていたので起 こした」

「塾の生徒たちに/天 皇制あるいは政府が ど

うなるか見ていなさい」(男)な どの答 えもあ

る。

<マスコミ接触行動>

Q4はX-DAYの マス コミ接触行動のあ

り方 を聞いたものである。まず単純に集計で

きる項 目は表一4に 示す通 りである。

普段取っているものに加えて他紙 までを購入

したと答えたものは少なかったのに対 し、「号

外をもらった」人は予想外に多かった。「ビデ

オを見た」人 もそれなりにまとまった数字 と

して出てきている。以前ゼ ミでX-DAYは

どのようになるかが話題になった時、学生の
一人が、"レ ンタルビデオ屋が もうか る"と発

言 して驚かされたことがあるが、これは決 し

て突飛な意見ではなかったのである。実際に

X-DAYを 迎え、テレビの特別編成が実施 さ

れた二 日間はレンタルビデオ店には客が殺到

し、めぼしいビデオは出払ってしまったとい

1.号 外 を もら った73(23.5%)

2,新 聞 を買 った25(8.0%)

4.テ レ ビを見 ず に ビデ オ を見 た46(14.8%)

表 一4
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う報道 もな された。(2)

〈3・ テレ ビをいつ もよ り長 時間見 た〉 の結

果 は、図 一2・3に 示 す通 りである。1月7日 で

は、 「5時 間」の ところに ピー クがあ るのに対

して、1月8日 にな る と、 ピー クは「2時 間」

「3時 間」の ところに移 って きてい る
、視聴

時 間の絶 対量 も明 ちかに減少 してい る。 この

あた りの事情 は、Q5に 対 す る回答 と重 ねて

み る とよ くわか る。

〈5.そ の 他 〉で具 体的な回答 として上 げ られ

た もので特 に目につ いた ものに最後 にふれ て

お くこ とにす る。::多 か ったの は、「ず っ と

1月7日

1時 間

2時 間

3時 間

4時 間

5時 間

6時 間

7時 間

8時 間

9時 間

10時 間

以上

1月8日

1時 間

2時 間

3時 間

4時 間

5時 間

6時 間

7時 間

8時 間

9時 間

10時 間

以上

図 一2

図一3

5

26

ラジオを聞いていた」(男)「 ラジオをつけゐ

放 しにしていた」(女)な どラジオを聞いてい

たというもので、14件あった。「いつ もと同 じ」

(男)「普通通 り」(男)「特に変化はなかった」

(男)の ように、特にいつ もと違った行動 を

とったわけではないと答えるものも9件 あっ

た。また、テレビ視聴に関 しても、「テレビは

つけていたがいつ もより短時間」(男)「 いつ

もより多 く見たわけではない」(女)な ど特 に

長 く見たわけではない、いつもと伺 じ、いつ

もより少ないという回答が合わせて7件 あっ

た。このあた りは"大 きな事件があったとき

にはマス コミ接触 は多くなるはずだ"と いう

調査者側のマスコミ論の常識が見事に裏切 られ

たということになる。「つまらないので見なか

った」(女)「TVも 見ないし、新聞も読まない」

(女)「何 も見ない」(男)「テレビは持ってい

ない、新聞は取っていない」(男)と いう"拒

否派"も 少数なが らいた。

もちろん熱心なマスコミ接触行動 もみられ

る。「新聞をじっくり読んだ」(女)「7日 の新

聞を隅々 まで読んだ」(女)「 新聞の記事 を比

べた。児童館にアルバイ トに行 っていたので、

朝 日、毎 日、読売、埼玉の各紙 を読み、その

他赤旗を読んだ」(女)な どのようにいつ もよ

り熱心に新聞を読んだ り、「『アエラ』の臨時

増刊 を買った」(男)「 雑誌 『NEWSWEEK』

の臨時増刊号を買った」(男)「 雑誌約4000円

分購入」(男)な ど特別に雑誌を買い込んだ り

保存す ると答えたものがそれぞれ8件 ずつあ

る。 また、「総合 テレビをずっと録画」(男)

「元号発表の瞬間などトピックをビデオに録

画 した」(男)の ようにビデオで記録 したもの

が4名 いた。その他 では、「NHK教 育テレビ

を見た」が4件 、「テープを聞いた」(女)厂 音

楽を聴いた」(女)と いうものが同 じく合わせ

て4件 、「情報収集の手段 として」(女)「基本

的な知識 を知 るためニュースだけは見 た」

(男)な どのようなクールな選択視聴が3件

あった。
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それ以外 では、「買い物にでかけた」(女)

「遊びに行 った」(男)「スキーに行 っていた」

(女)な ど外出組 も合わせて13件 、「バイ ト」

という答 えも4件 あった。変わったところで

は、「同 じ日に死んだ人(祖 父)の葬式に出た」

(男)「祖母の法事だったのでテレビにも新聞

に も目をむけている時間があまりなかった」

(女)な どという回答 もあ り、正 に世の中い

ろいろである。

そうした世の中の様々な人生模様が見 られ

るということの関連で言 うと、Q6の 結果 を

先に見ておいたほうがいい。 これは天皇の死

亡が、回答者 自身の行動に直接に何か影響 を

与えたかを聞いたものである。この問いに対

しては、圧倒的多数は 「ない」 と答えている。

つまり、大多数の人は予定を変えるなど行動

のレベルでは全 く影響 を受けていなかったの

である。

「ある」と答えて具体例を示 した人は全部で

40名 と少数ではあるが、答えの内容は様々で

それな りに面 白い。複数でて くるものを上げ

ると、「年賀状の返事 を出すのをやめた」(男)

「年賀状の返事 を寒中見舞いにした」(女)な

ど年賀状がらみ と、「ラグビー、サ ッカーの試

合が見れなかった」(男)な どスポーツ関係が

それぞれ4件 あった。「バ イ トが中止になっ

た」などアルバ イ トが らみのもの、「成人式が

1/8だ ったが1/15に なった」(男)「1/

8に 両親 と成人式のための着物 を下見に行 く

はずだったが とりやめた」(女)な ど成人式が

らみのものがそれぞれ3件 あった。「丸井のバ

ーゲンに行かなかった」(女)な ど買物 をやめ

たというの もと「コンサー トが中止になった」

(女)と いうものがそれぞれ2件 あった。 そ

れ以外では「新年会が延期 になった」(男)「ゼ

ミのレポー トを書かなければならないところ

をやめて、皇居watching及 びマスコミ観察

及び天皇の戦争責任問題 を考 えねばならなく

なった」(男)「 遊びに行こうとしたところ、

行ったところが休みだったので記帳 しに行 っ

た」(男)や 「勉強 をやめ てパチ ンコ屋へ 行 っ

た。 そ して打 ち止め に して しまった」(男)と

い うのん きな もの もあ る。

〈ニュースへの反応〉

順 序は前後 したが、次 にQ2の 結 果 を示 し

てお きたい。 これは天皇死去 のニュー スに接

した とき どの ように感 じたか を問 うものだ っ

たが、圧倒 的多数 が 「とうとう … 」 とい

う感想 を述べ てい る。「とうとう亡 くなったの

か と思 った」(女)「 とうとう死 ん じゃっ たか」

(女)と い うのが、 その典 型的な 回答 だが、

それ に 「つ いに … 」 とい う表現 を含 んだ

回答 を加 え るその数 は、116(37.3%)に 達 す

る。その次 に多か ったの は、「昭和 とい う時代

が終 るんだな あ」(女)「 一 つの時代が終 った

と感 じた」(男)な ど、時代 の転換 点 ・区切 り

を意識 させ られ た とい う回答が31件 あ った。

その次 に多か ったの は、 「来 るべ き もの が来

た」 「来 るべ き時 が来 た」 とい うもので20件 、

「や っ と死 んだか」(女)の よ うに厂や っ と… 」

とい う表 現 を含 む ものが、13件 で これに続 く。

この ようにほ とん どの人は事実 を事 実 とし

て冷静 に受 け止め てい るが、 それ に対 しその

ときの感 情の動 きを率 直に表明 してい るの も

の もある。 「言 い よ うの ない シ ョッ クを受 け

た」(女)「 予期 していた こ とだが、 シ ョック

で名状 し難 い複雑 な感慨 に襲 われた」(女)「軽

いシ ョックを感 じた。 またそ うい う自分 に も

驚 いた」(男)「 大 シ ョック … 」(男)な ど

衝撃 を受 け た とい うものが数件(3)、「気 持 ちが

ぐっ と沈ん で悲 しい思い を した」(女)厂 悲 し

か った」(女)「 何 とな く寂 しく感 じた」(男)

な ど 「悲 しい」「寂 しい」とい う感情 に触れ た

ものが9件 あった。逆 に、「特別 な感 情 はなっ

か た」(女)「 別 に何 とも思 わなか った」(女)

「考 えてた よ り感慨 がわか なか った」(女)と

突 っぱねて いるの も数件 あ る。いか に もこの

世代 の若 者 らし く、「えっ!?」 「うそ一 っ」「う

わ一 お」「え っ一、 ま じ!」 な ど と感嘆詞 だけ
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で答 えているものも数件ある。(4)また、「ハ レ

ー彗星が76年 ぶ りに姿を見せ る最初の瞬間に

立ち会 う時にはこのような気持 ちになるので

はないか と思われるといった興奮 を覚えた」

(男)「 … 少 し 『革命』前夜のような興奮

を覚えた」(男)「 … 妙に 「奮 した」(女)

などという回答 もあった。さらに 「驚き」 と

い うことに関して言えば、「予測 していたこと

なので、特に驚かなかった」「予感はしていた

ものの驚いた」 という感 じ方が半々である。

これ以外には、「や っと楽になれたんだな

あ」「やっ と解放されたな」と天皇に同情す る

感想 も何人かの回答者か ら示 されている。「や

っと楽にさせてもらえてよかった とい う思い

が した。何 とな く無理 して、延命 されている

ような気が したので … 」(女)と い う答え

がその代表である。 また 「崩御」の発表時期

に関 して、「筋書通 り」「タイミングがよすぎ

る」 と疑念をはさむ ものもい くつかあった。

「正 月明けの早朝
、土曜 日では生活に支障を

来 さないではないか!さ らに仏滅だな…

と思 った」(女)「 …"タ イ ミングがばっち

り"と 思った。土曜 日だか ら官公庁は動いて

て民間企業は休み、つまり社会に与える影響

がm少 ない。少 し作為的なものを感 じた」

(男)「 … 私は知 り合いの人か ら天皇が1

/7か1/8に な くなると聞いていたのであ

一やっぱ りと思いました … 」(女)な どと

いうのがそれである。天皇の病状悪化が伝 え

られたある時点以降は、"天皇はすでに亡 くな

っているのではないか"と い う噂が結構根強

いもの として存在 していたのでこのように感

じた者 も少なからずいたようである。

変わったところでは、「マスコミはどのよう

に放 送 してい くのだろ うと関心 を持 った」

(女)「今 日一 日世の中どう動 くのかなあと思

った」(女)「 今 日一 日日本はどうなるのだろ

う」(女)と 世の中の動 きやマスコミの対応を

考えるものや 「新 しい元号は何になるんだろ

う」(男)と心配するものもあった。 ここで も、

「学 校 が 始 まって か らだ っ た ら よか った の

に」(男)(女)「 中央競 馬、そのほか ギャンブ

ル は中止 だな!デ ィズニー ラ ン ドはや って

るのだ ろ うか。,もし開いて た ら、 す いている

か も?と 感 じた」(男)な どとい うのん きな

回答 もあ る。

〈特別編成番組について〉

最後に、特別編成になったテレビについて

どう思ったかを聞いたQ5の 結果を見ておき

たい。この部分は、無記入が皆無に近いほど

各回答者が熱心に答えて くれている。そこで

示 されている回答も実に表現が多種 多様で、

単純 な数量化は出来ないし、 しても余 り意味

がないだろう。ただ全体の大 きな傾 向として、

否定 的な意見 と肯定的 な意見 との比率は約

8:2の 割合であったことを先ず最初 に紹介

しておこう。(5)

圧倒的多数の否定的意見の中で繰 り返され

ているのが、「過剰」に対する批判である。そ

れは、「くどい、 しつこい、や りす ぎ」(男)

とい う意見 に 集約 され る。「くどい っ っ

っ111(女)と いう表現に反発の強さが表

われている。"ど の局(番 組)も 同じような内

容の繰 り返 しで"「つまらなかった」「退屈だっ

た」厂うんざりした」「うっとうしかった」な

どの答えが、それこそうんざりする ぐらいた

くさん出て くるのである。 また過剰に対す る

批判は、二つのパターンにまとめることがで

きる。一つは、「NHKが や りたいのなら仕方

がないが、民放 までCMも や らずにやる必要

はない」(女)に 代表されるように、"NHKだ

けやればよい。民放は各局が独 自性 を持 って

良かったはず"と いう意見である。それは「楽

しみにして した番組があったのに、バカヤロ
ーってカンジ。行 く年来 る年みたいにどの

CHANNELも 一緒なんだもん。あ一ゆ一の

やめてほしい」(女)と いう素朴な反発かち、

「… 教育テレビはけっこう普通にやって

いた。それがせめて もの救い」(女)「 民放キ
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一局すべてなんてひどす ぎる。一局 ぐらい普

通にや ると思った。『右へならえ』の 日本はや

は り恐ろしい国です」(女)と 明確 に画一化批

判 とそれへの危惧 を示す ものまで幅 も広いが

典型的な多数意見の一つである。 もう一つは、

絶対量の多さに対する反発 と批判である。「7

日はまだ しも、8日 になるとうんざりしてき

た」(男)「7日 は仕方ないとしても、8日 も
一 日中はや りすぎ」(女)な どの"何 も二 日も

や ることはないん じゃないか"と いう回答が

頻繁 に出て くる。ここでも、「史上最高につま

らない2日 間だった」(男)と いう実感派 もい

れば、「2日 間見続けたら右翼 になる」(男)

「ジャーナ リズムの死滅」(男)と いう醒めた

批判 もある。

特別編成 という形式自体に対 して も、「あれ

だけの番組をよ く長時間編成 していたなと感

心 した」 と素直に感心 している意見 もあるが、

大多数は否定的な受け取 り方をしている。そ

のなかには、「準備 されていたか と思 うと変 な

感 じ」(女)「 … 前 もって用意されていた

感 じが してあまりいい感 じを受けなかった」

(女)と い うような素朴な反発 もあるが、「天

皇死去を想定 したスペ シャル版(あ らか じめ

の作 り置 き番組)の ようなものがあった、商

業主義の根強さを感 じた」(男)「 言論の自由

を標榜す る報道機関が、何 らかの圧力に屈す

るものでもなく、 自発的に大本営発表の伝達

機関 として統一される可能性はあ り得ること

をはしな くも示 した」(男)と いうような明確

なマスコミ批判 も少な くない。「かなりインパ

ク トが強 く洗脳 されていくみたいだった。天

皇制 を国民に(特 に若い世代に)に 植えつけ

た感がある」(女)「TVの ようなメディアであ

そこまでやるのは、国民の意識が操作 される

ような気が して危険の様な気 きがす る」(男)
「テレビのすべての出演者によるウソでぬ り

かためられた天皇観に対 して大いに情けな く

怒 りをおぼえ、マスコ ミの偽善性、情報操作

と日本 のウソっばち民主主義に絶望 した」

(男)の ように情報操作の危険性にふれ るも

のもある。

内容 に関す る批判の中で何人もの回答者か

ら共通に指摘 された多数意見は、"天皇賛美"

に偏った内容に対する批判である。「… 昭

和天皇の人間像(お 人柄)に 関 しては、"死 ん

だ人のことを悪 く言うものではない"と いっ

たような天皇賛美にかたよる傾向があると思

った。この昭和史と天皇賛美が結びつ き、戦

争責任等の点(負 の点)が あいまいになるの

では と思った。 また天皇に対 してのみ特別 な

尊敬語 を使用するアナウンスも気になった」

(女)「番組 自体は必要だったと思 うが、『天

皇のお人柄 をしのんで』 というののゲス トと

して出てきた人の、天皇に対するほめちぎっ

たコメン トが嫌だった」(女)「 同 じことばか

りやって … ほめたたえることばか りやっ

てて、"何 だ!?"と 思った」(女)「 いいかげん

に してほしい。マスコミの力て天皇 を美化 し

ないでほしい」(女)「 … 天皇の美化が強

す ぎる。"死 んだ人の悪口を言うな"と い う日

本人の心性が、問題(天 皇制 ・天皇性)を 隠

してしまった。そしてわれわれはchoiceさ れ

た戦前 ・戦後の歴史 を見ることになった。子

供たちの欠如された現代史はこうして埋め立

てられた」(男)な どがそれである。

一方2割 強を占める肯定的意見のほ うだが、

この中で一番多かったのは、"昭和史の勉強に

なった""歴 史の勉強になった""昭 和 を振 り

かえるにはいい機会だった"と いうものでこ

れはかなりの数があった。「昭和史のいろいろ

な映像が見られておもしろかった」(女)「 自

分の知 らなかった昭和の顔を詳 しく見れて良

かった。ためになった」(女)「 昭和の歴史を

ふ りか える意味でよかったと思 う」(女)「 あ

らためて昭和史の勉強になった」(男)「 昭和

時代 をふ りかえることができてけっこう楽 し

かった」(男)な どがその代表的なものであ

る。現代史については学校で もあまり教わる

機会のない大学生たちの若い世代に とっては、
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昭和 の古 い映像 は新 鮮 な ものに映 った らしい。

類似 の感想 に"あ ま りよ く知 らなか った天 皇

や皇室 の ことが よ く分 か った"と い うの もい

くつか あった。

さすが に"面 白か った""よ か った"と 答 え

るものはほ とん どい なか ったが、"当然 の こ と

で ある"と い う答 えが数 件、"仕 方 がない"と

い う消極 的容 認派は10件 近 くあ った。 中に は

「何 度 もあ ることで はないか ら
、 あの くらい

大ゲサ な くらいが よい と思 った」(男)「 予 想

して いた より、 つ まらな くな くて、興 味深 か

った。天皇 が死 んで しまった ら、一週 間 ぐら

い クラシ ックばか りをず一 っ と流 して い る と

聞い ていたので、考 えていた よ り苦 ではなか

った」(女)な ど とい う意見 もある。

肯定的意見 の中身は以上 の ような ものだが、

最 後 にその他一 二の トピ ックにつ いて の意 見

を見 てお こ う。 一一つ はCMに つ い て で あ

る。CMに 言 及 した感想 はい くつか あ るが,ま

ず 「民放が コマー シャル を流 さない で放映 し

てい る!」(女)「 コマー シャルが ない とい う

のは妙 だな あ」(女)「CMの な いテレ ビは異常

に感 じた … 」(男)とCMな しの放送 に違

和 感 を感 じ、 「民放 はCMな しで大変 だ ろ う

と思 った」(女)と 心 配 した り、「何 もCMま

で な くす 必要 はない と思 う… 」(女)と 感

じた りしてい る。 「…CMが 全 く入 らない

のは いい と思 った」(男)厂 …CMが な くて

落 ち着 いていた。… 」(女)と い う意見 が

あ るか と思 うと、「民放 でのCM抜 き な の は

は じめは よか ったが、 区切 りが ないの で疲 れ

た」(女)と い う感想 もある。 また ビデ オに触

れ た もの では、 「… ビデ オ屋 さんが繁盛 し

てるだろ うな と思 った。… 」(女)「 ビデ オ

を買 っておけば よか った」(女)「 は っき り言

って迷惑 で した。 レン タル ビテオ を結 構借 り

たの でビデオ代 を返 してほ しい」(女)な ど と

い うのが あ る。

具体 的 な番組 に言及 した もの では、「テ レビ

朝 日の 『討論』 が面 白か った」(女)「 …

ただ、1/8の テ レビ朝 日の討論会 だけはか

な りま ともだ った」(男)「 … ただこの よ

う な時期 にテ レビ朝 日で、皇室 につ いてのバ

クロ話や討論会 を行 って いたのは勇気の あ る

こ とだ と思 った」(女)「 … ただ テレ ビ朝

日の 日曜夜の討論が 出色で した」(男)「 …

しか し、 テレビ朝 日は比較 的バ ラ ンス を取 っ

ていた と感 じた」(男)な どが あ り、なぜ か テ

レビ朝 日の評判が よか った。

さ らに少 し変わ り種 を拾 って お くと、「同 じ

こ とばか りの繰 り返 しでキ ャス ター も大 変だ

なあ と思 った。… 」(女)「 全 部 のチャ ンネ

ルが そ うだったので、子 どもはか わいそ うだ

な と思 った。… 」(女)「 … これが1月

1、2、3日 の出来事 で あったな らば放送局

はCMの キ ャンセ ル料 で大 打 撃 を受 け た で

あ ろう。 また大金 をかけ た番組 が御蔵 入 りす

るの もテ レ ビ局 は迷 惑 した だ ろ うな と思 っ

た。… 」(男)「 昭和 はい ろいろな ことが あ

ったか ら、何 とか時 間 を埋め る ことがで きた

と思 うが、平成が終 わった ときめテ レビはつ

ま らないだ ろ うと思 った」(女)と 同情 した り

余計 な(?)心 配 を してい るものな どがあ っ

て面 自い。

おわ りに

以上調査結果の概要を見てきたわけだが、冒頭

でも書いたように回答者となった学生たちの

熱心でかつ真剣な回答態度にまず感心 した。

対象 となった学生たちが たまたまそうだった

のか もしれないが、彼等を見るか ぎりでは決

して 「無関心」ではない。 また、さすがマ

スコミ世代だけに、成熟した視聴者 としてそ

れなりの批判精神 も持ち合わせているように

も思われる。ただ、心配なのは一部の消極容

認派の学生たちだ。「仕方がない」と現実 を受

け入れ、大勢に追随 してしまう悪 しき平均的

日本人の大人の予備軍に映るからである。 ま

た もう一つ危険だ と思 うのは、時の経過に伴

う"歴 史の風化"で ある。 もともと、歴史を
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世代を越 えて伝えることに不得手で不熱心な

日本人である。知 らされていないものを、知

らないが故に新鮮 と感 じ、それに魅力すら感

じてしまうというメカニズムはちょっと危な

い。一部の学生の回答にそれを感 じた。

しか し全体 としてみるかぎり、回答者の大

多数 は 日本人全体がそ うだった ようにX-

DAYを 極めて平静に受け止め、 日常生活 を

淡々 と(粛 々 と!)こ なしていたわけである。

ある回答者が書いているように、「日本中がパ

ニ ックになるのかなあ と思 ったが、思った

ほ ど大騒 ぎにならなかた」のである。確かに

これはあの異常なまでの自粛ぶ りを考えると、

意外な展開だとも言える。 しか し、変わ り身

の早さもまた日本人の特質の一つである。「あ

っけ らかん」の明るい現実主義 と呼ばれるも

のである。あるいは、長かった闘病期間が、

鎮静化の効果を発揮 したのかもしれない。熱

しやす く一気に雪崩現象を起 こして しまう日

本人にとっては、 これは客観的に見ればいい

薬だったのか もしれない。

いずれに して も、一つの時代の終わりは静

かに受け入れちれたのである。 この小さな調

査の結果に示されたものは、そのほんの一部

一側面にす ぎないが、それなりに貴重な資料

ではある。 ここか らさらに様々な意味を読み

取 ってもらえたら幸いである。

注

(1)調 査 の実施 に当た って は、佐藤毅 、川浦

康 至両 氏の協力 を得 た。

(2)「7、8日 両 日、全 国の レンタル ビデ オ店

が一斉 に、 ふ だんの2、3倍 の貸 し出 し

に追 われた。」 と新 聞 は伝 えて いる。 「自

粛 の号令 を逃 れ て一 ビデ オ人気 、テ レビ

の 『特番・』 うん ざ り」 『朝 日新 聞』1989.

1.12朝 刊 。なお この記事 で は、7日 昼

にわ ざわ ざ ビデ オテー プ レコー ダ を購 入

した会社 員 の話 が紹介 されて いる。

(3)こ の 厂大 シ ョック」 と答 えた男子学生 は

続いて次 の ように書 いてい る。「左が暴 れ

なけれ ばいいな あ一 と思 った。後 を追 お

一 とは思 わなか ったが。」 また彼 は、 「私

は愛国者。 で も暴れ ないけ ど!」 とい う

書 き込 み をして いる。 さ らに、質 問紙 の、

「死亡 」とい う表 現に対 しては、「気 に入

らん!」 とクレイム をつけ、御崩御 と書

き直 してい る。「死 とい う言葉 は れ一 こ

ん の復 活 を含 まないため、高貴者 が死ん

だ ときには用 いるべ きでは ない と私 は思

う」 とい うコメン トも加 えて いる。 この

対極 に位 置す る もの として 「天皇 、皇室

お よびその支持者 どもに死 を与 え よ!」

(男)と い う答 えが あった。「過 激 な」回

答 は この二つ だけだ った。

(4)こ れ らは字 の大 きさや表記 の仕方 を忠実

に示 さない と微妙 なニュ アンスは伝 わ ら

ないが、活字 では無理 で あ る。

(5)特 別 編 成期 間中、 テ レビ各局 にかか って

きた電話 は、NHKが 全 国で18000本 、 日

本 テ レビ1630本 、TBS2420本 、フ ジテ レ

ビ1370本 、 テ レビ朝 日1490本 、 テ レビ東

京420本 。半分 は番 組変更 な どに関す る問

い合 わせ だったが、残 りは批 判的 な内容

だ った とい う。「メデ ィアイ ンサ イ ドー苦

情相 次 いだ追 悼番 組一 色」 『朝 日新 聞』

1989.1.10夕 刊 。
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